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研修講座追加募集のご案内

希望研修の追加募集の一覧が更新されています。これからお申込みいただける
講座もあります。
講座の詳細は、各校へ配布させていただきました講座案内（ホームページでも閲

覧可能）をご覧ください。

追加募集講座の一覧は、センターホームページからご覧いただけます。

追加募集のお申し込みは電子申請で承ります。追加募集申込システムにて
CSVファイルを作成し、電子申請にてお申込みください。（教頭先生を通
じてお願いします。）

追加募集している講座＊の一覧をご覧
いただけます。

追加募集専用です。必ずこちらを使って
データの作成をお願いします。

CSVファイル作成や電子申請につい
て記載されたマニュアルです。

＊更新のタイミングの関係で、募集を締め切っている
講座も掲載されている場合があります。
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時数 学習活動 ○育みたい問題解決の力  ・育みたい概念

１ 
ブランコを想起し、１往復する時間は何に関係するか
予想をもつ。 

○主に既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力

２ 
おもりの重さが１往復する時間に関係するか調べる。 ○主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力

・おもりの重さはふりこが１往復する時間には関係しない。

３ 
ふれ幅が１往復する時間に関係するか調べる。 ○主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力

・ふれ幅はふりこが１往復する時間には関係しない。

４ 
ふりこの長さが１往復する時間に関係するか調べる。 ○主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力

・ふりこの長さが長くなるほど、１往復する時間が長くなる。

５ 学習を通してわかったことをまとめる。 ・ふりこが１往復する時間は、ふりこの長さのみで決まる。

時数 学習活動 ●見方 ◇考え方 ○育みたい問題解決の力

１ 

ブランコ遊びの中で、１往復する時間を短くする
ためにはどうすればよいか、様々に条件を変え、
比べながら試し、１往復する時間は何に関係す
るか予想をもつ。 

●原因と結果の視点
◇比較する
◇関連付ける

○主に差異点や共通点を基に、問題を見いだす力
○主に既習の内容や生活経験を基に、根拠のある
予想や仮説を発想する力

２ 
ふりこの長さが１往復する時間に関係するか、 
長さを段階的に変えて調べる。 

●量的・関係的な視点
◇条件を制御する

○主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力

３ 
ふれ幅が１往復する時間に関係するか、 
ふれ幅を段階的に変えて調べる。 

●量的・関係的な視点
◇条件を制御する

○主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力

４ 
おもりの重さが１往復する時間に関係するか、 
おもりの重さを段階的に変えて調べる。 

●量的・関係的な視点
◇条件を制御する

○主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力

５ 
new

（おもりを増やすことで、ふりこの長さが変わり、 
重さは関係するかが問題になることを予想して） 
前時の実験を振り返り、改善して再実験する。 

●原因と結果の視点
◇比較する ◇関連付ける
◇条件を制御する

○主に差異点や共通点を基に、問題を見いだす力
○主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力

６ 学習を通してわかったことをまとめる。 

 

 

領域 理科の「見方」 理科の「考え方」 

エネルギー 主として量的・関係的な視点 原因と結果の視点 

部分と全体の視点 

定性と定量の視点 

比較する 

関連付ける 

条件を制御する 

多面的に考える 

粒子 主として質的・実体的な視点 

生命 主として多様性・共通性の視点 

地球 主として時間的・空間的な視点 

見方・考え方が働く単元をつくろう④ ～理科～ 

「理科の見方・考え方」とは、具体的にどのようなことなのでしょうか？ 

小学校（中学校）学習指導要領解説（平成29年告示）理科編では、 
「理科の見方」とは、問題解決（探究）の過程において、自然の事物・現象をどのような視点
で捉えるのかということ、 
「理科の考え方」とは、問題解決（探究）の過程において、どのような考え方で思考していく
かということと、「見方」と「考え方」は分けて示されており、次の表のように整理できます。 

「見方」は、理科を構成する領域ごとの特徴から整理がなされていますので、 
授業を行う際、その単元がどの領域なのかを確認することが大切です。それでは、小学校第５学年
「振り子の運動」を例に、子どもが「理科の見方・考え方」を働かせる授業づくり、単元デザイン
について考えてみましょう。いつもは、どのように単元を作っていますか？ 

子どもの生活体験の振り返りから導入する工夫はとてもいいですね！ここに、子どもが「あれっ」、
「どうしてだろう」、「どうすればいいのかな」と、思わず「考えたくなる」場面をつくることが
重要です。また、この単元の領域は「エネルギー」なので、「量的・関係的」な視点で事物・現象
を捉えることができるような工夫を加えると、次のような展開例が考えられます。 

子どもが「理科の見方・考え方を働かせる」ためには、どのようなことに留意して１時間の
授業や単元をデザインしたらよいでしょうか？ 

単元の導入では、子どもたちが生活体験から考えていけるように、ブランコでの遊びを 
想起することから始めて、次のように展開をすることが多いです。 

なるほど！２時間目にまず、「長さ」をもってくることで、４・５時間目に起こりえる問題に対し、
既習を生かして、「原因と結果」の視点で問題を捉え、他の班の振り子と「比較」し、比較して 
見いだしたことを「関連付け」て、問題を解決する場面がつくれそうです。段階的に変えて調べた
結果は表でまとめることで、「量的・関係的」な視点が働きやすくなると思いました。 
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１ 

「外国語活動・外国語（外部リンク）」 
をクリック!! 

「英語力を測定してみよう」の紹介 

子どもたちが、今の自分の英語力を試せるようなものはないかな？ 

「教科教育」のページ紹介 
～「学びの広場」以外にもこんなページがあります！～ 

それなら、長野県総合教育センターのWebページに「英語力を測定してみよう」が

あります。これは、ＮＥＴ（長野県英語教育研究会）の協力のもとに作成されていて、

CEFR（言語能力を評価する国際指標）のA1レベルの問題が複数用意されています。 

下のように「教育情報」内の「教科教育」で①→②の順にクリックすると、③の 

ページにアクセスできます。「英語力を測定してみよう」には対話文の問題等も含まれ

ています。解答も付いているので、家庭学習として利用することもできます。 

２ 

３ 

例えばここを 

クリックすると…

今年度は、内容が 
更新される予定です！ 
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「算数・数学教材研究ノート」の紹介 

「算数・数学」をクリック!! 

授業の計画を立てて授業に臨むことが大切だけど、毎時間、始めから計画

を立てるのは難しいなあ。 

それなら、長野県総合教育センターのWebページに、算数・数学の授業構想を 

するための「教材研究ノート」があります。この教材研究ノートには、授業を構想 

する上でのポイントや１時間の授業の骨格が示されているので、ねらいを明確にした

授業を構想しやすいです。 

下のように「教育情報」内の「教科教育」を①→②の順にクリックすると、③の 

ページにアクセスできます。また、「教材研究ノート白紙」もあるので、教材研究 

ノートを参考にしながら、目の前の子どもたちの実態に合わせた授業構想にアレンジ

することもできます。 

１ ２ 

３ 

小学校１年～中学校３年までの

すべての学年の教材研究ノートが 

あります！ 

今年度、小学校算数の教科書が変わり、 

単元配列や単元名の変更、学習内容の移動が

あるため、教科書に合わせた内容に随時更新

していきます。 
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